
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
し
い
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

立
春
に
確
か
な
歩
み 

遠大なる理想 あふるる友情 不屈の闘志 

木
々
の
新
芽
や 

春
の
息
吹
は
、
子 

ど
も
た
ち
の
新
た 

な
ス
タ
ー
ト
を
応 

援
し
て
く
れ
て
い 

る
、
そ
ん
な
気
持 

ち
に
さ
せ
て
く
れ 

ま
す
。 

令
和
五
年
度
が 

始
ま
り
ま
し
た
。 

一
年
生
二
二
五
名
、 

二
年
生
一
九
七
名
、 

三
年
生
二
一
九
名
、 

合
計
六
四
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
新
し
い
学
年
・
学
級
で
の
学
習
や 

「

こ

と

の

は
」

龍東だより

［

発

行

者
］

龍

野

東

中

学

校

　

校

長

　

日

下

博

文

生
活
に
希
望
と
い
く
ら
か
の
不
安
を
抱 

え
て
、
入
学
式
、
始
業
式
を
迎
え
た
こ
と 

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な 

子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
受
け
止
め
、
学
校 

生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
全 

教
職
員
で
誠
心
誠
意
努
力
を
積
み
重
ね

て
参
り
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
本
校
へ

の
深
い
ご
理
解
と
温
か
く
力
強
い
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

本
校
は
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
生

涯
に
わ
た
る
生
き
方
の
基
礎
作
り
に
向
け
た
重

点
取
り
組
み
事
項
と
し
て
、 

 1

．
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
適
切
に
活
用
し
た
学
習
活
動
の

推
進
』 

 
 

今
年
度
本
校
は
、
兵
庫
県
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活 

用
推
進
指
定
校
（
県
下
で
三
校
）
に
選
ば 

れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
の
活
用
例
が
、
数 

年
後
に
は
県
下
の
中
学
校
の
ス
タ
ン
ダ
ー 

ド
に
な
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に 

活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

二
．『
龍
東
５
つ
の
誓
い
、
Ｎ
Ｇ
（
ノ
ー
ゲ
ー
ム
）・ 

Ｎ
Ｓ
（
ノ
ー
ス
マ
ホ
）
・
は
よ
寝
る
デ
ー
の 

継
続
取
り
組
み
』 

三
．『
確
か
な
学
力
の
育
成
』 

小
単
元
テ
ス
ト
・
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
導
入
、
宿

題
改
革
、
授
業
方
法
の
工
夫
改
善
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。 

四
．『
特
別
支
援
教
育
の
充
実
』 

個
々
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
合
理
的

配
慮
の
提
供
に
向
け
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
校

内
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。 

五
．『
生
徒
指
導
・
不
登
校
指
導
の
充
実
』 

い
じ
め
や
問
題
行
動
、
不
登
校
も
含
め
、 

早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
心
が
け
ま
す
。 

ま
た
、
校
則
に
つ
い
て
は
、
随
時
見
直
し 

を
継
続
し
ま
す
。 

六
．『
部
活
動
の
見
直
し
と
活
動
の
充
実
』 

下
校
時
間
を
こ
れ
ま
で
よ
り
早
め
ま
す
が
、 

行
事
等
を
精
選
し
、
年
間
の
総
活
動
時
間
を 

こ
れ
ま
で
よ
り
増
や
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た 

活
動
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
外
で
の 

社
会
体
育
等
の
活
動
も
認
め
、
顕
著
な
活
躍 

が
あ
っ
た
場
合
は
、
全
校
で
表
彰
伝
達
を
行 

い
通
知
簿
へ
も
記
載
し
ま
す
。 

そ
の
他
に
も
、
総
合
学
習
や
人
権
教
育
・
環
境
教

育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
様
々
な
こ
と
に
力
を
い

れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

第 36号（４月号） 

令和５年４月 1９日 

★『高校へ進学すれば、いったい、いくらお金がかかるのか？』 
５月２日（火）に、久しぶりにＰＴＡ参観日が実施されます。参観授業後に実

施予定の３年生学年懇談会では、この春高校１年生になった生徒の保護者が高校

入学時に必要だった経費を調べ、発表してくれます。 

近年は月々の学費は、公立も私立も援助が受けられるようになり、大きな違い

はなくなりつつあります。しかし、入学時に必要な入学金、教科書や制服代など

に援助はないのが普通です。「高校入学時に、いくらかかるのか？」、物価が上が

るなか「いくら準備しておかなければならないのか？」、「私立はお金がかかると

いうけれど、本当なのか?」是非参加し参考にしてください。（他学年の保護者の

方も参加可能です。） 

揖保川沿いの桜（3/31撮影） 



 

 ＡＩドリル・キュビナ（Ｑｕｂｅｎａ）の活用について 

★ 4月１日（土）より、新入生も含め、すべての生徒が自分のログインＩＤとパスワードを入力すれば、ご家庭か
らでも使用可能な状態になっています。授業内での活用も始まっています。 

 
★ タブレットは必要に応じて持ち帰らせます。使用目的は学習のみです。大切に扱うよう各家庭でもご指導くださ 
い。 

 
★ ご家庭で Wi-Fi 環境が整っていない場合は、スマホやパソコンからでも、ＩＤとパスワードを入力すれば活用
が可能です。（できるだけタブレットから活用できるように Wi-Fi 環境を整えてください。よろしくお願いしま
す。） 

 

★ 月額 450円（１教科 90円）の使用料がかかります。学校集金から支出させていただきます。 

★ 授業中、内容の振り返りなどに活用したり、自習時間に活用したりします。 

活用① 授業での活用 

★ 『日々の宿題として活用』 
これまでのワーク・プリントのように、各教科の授業担当者が、日々の授業で行った内容について宿題として活用 
します。（日々の宿題として活用） 

 

★ 『週末課題として活用』 
週末に、生徒が自分で学びたいところ（チャレンジしたい範囲・問題）を選択し、各教科 10～20問程度で問題を 
解く。（週末の課題として活用） 
例えば、小学校の範囲を解いてもＯＫ。また、１年生の生徒が２年生や３年生の問題を選択して解いてもＯＫで 
す。     

 
４月２１日（金）から随時スタートします。まずは、どの教科でもよいので１教科 10問からはじめてみましょう。 
余裕のある人は、5教科 50問にチャレンジしてください。 

 
★ 『長期休み中の課題として活用』 
 これまで夏休みなどの長期休みにはワークやプリントなどの課題が出されていましたが、キュビナを主たる課題 

として活用する予定です。 

活用② 宿題としての活用 


